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 (1) 個人属性 
 性別と年齢を尋ねた。 
 




















  大学生における劣等感と補償の関連 29 
答を求めた。 
 
























































第1因子「異性とのつきあいの苦手さ」 2.74 1.09 .93
第2因子「学業成績の悪さ」 3.29 1.10 .93
第3因子「運動能力の低さ」 3.09 1.08 .93
第4因子「家庭水準の低さ」 1.86 .74 .91
第5因子「性格の悪さ」 2.90 .92 .86
第6因子「友達づくりの下手さ」 3.00 .98 .87
第7因子「統率力の欠如」 3.09 .92 .87
第8因子「身体的魅力のなさ」 3.43 .92 .81
劣等感反応特性尺度
第1因子「努力志向性」 3.50 .54 .79
第2因子「防衛反応」 2.75 .69 .81
第3因子「代償志向性」 3.51 .68 .71
第4因子「劣等感の表出抵抗」 2.86 .51 .70
第5因子「劣等感の否認」 3.26 .60 .26
    (N =148)
Table 1 各尺度の因子得点の平均値と標準偏差およびα係数 
































Table 2 劣等感８因子における劣等感低群・高群の群分け得点範囲と人数 
劣等感低群 劣等感高群
ｎ＝50 ｎ＝47
努力志向性 35.32　（4.00） 35.57　（7.09） .22 ｎ.s.
防衛反応 15.12　（3.63） 17.83 （4.95） 3.09** 低群＜高群
代償志向性 14.92　（2.39） 13.19　（3.05） 3.11** 低群＞高群
劣等感の表出抵抗 11.42　（1.85） 11.72　（2.18） .74 ｎ.s.
劣等感反応特性 ｔ値 結果
（　）内は標準偏差，**p<.01
Table 3 第１因子「異性とのつきあいの苦手さ」における劣等感低群・高群の反応特性の差 
劣等感低群 劣等感高群
ｎ＝49 ｎ＝51
努力志向性 34.55　（7.17） 35.59　(4.12） .89 ｎ.s.
防衛反応 15.12　（3.66） 18.12 （4.61） 3.59*** 低群＜高群
代償志向性 14.37　（2.84） 13.41　（2.96） 1.64† 低群＞高群
劣等感の表出抵抗 11.02　（2.13） 11.92　（2.14） 2.11* 低群＜高群
（　）内は標準偏差，***p<.001，*p<.05，†p<.10
劣等感反応特性 ｔ値 結果
Table 4 第２因子「学業成績の悪さ」における劣等感低群・高群の反応特性の差 
Table 5 第３因子「運動能力の低さ」における劣等感低群・高群の反応特性の差 
劣等感低群 劣等感高群
ｎ＝55 ｎ＝55
努力志向性 34.18　（4.41） 35.89　(6.52） 1.61 ｎ.s.
防衛反応 15.62　（3.72） 17.65 （4.93） 2.44* 低群＜高群
代償志向性 14.80　（2.55） 13.24　（3.01） 2.94** 低群＞高群
劣等感の表出抵抗 11.25　（1.93） 11.60　（2.07） .91 ｎ.s.
劣等感反応特性 ｔ値 結果
（　）内は標準偏差，**p<.01，*p<.05































努力志向性 34.74　（4.56） 35.26　(6.61） .50 ｎ.s.
防衛反応 15.21　（4.01） 17.49 （4.10） 3.11** 低群＜高群
代償志向性 14.23　（2.75） 13.85　（2.66） .78 ｎ.s.
劣等感の表出抵抗 10.98　（2.32） 11.68　（1.75） 1.88† 低群＜高群
（　）内は標準偏差，**p<.01，†p<.10
劣等感反応特性 ｔ値 結果
Table 6 第４因子「家庭水準の低さ」における劣等感低群・高群の反応特性の差 
劣等感低群 劣等感高群
ｎ＝55 ｎ＝50
努力志向性 34.24　（7.17） 36.38　（3.61） 1.91† 低群＜高群
防衛反応 15.55　（3.97） 17.86 （4.60） 2.77** 低群＜高群
代償志向性 14.64　（2.66） 13.56　（2.85） 1.99* 低群＞高群
劣等感の表出抵抗 10.80　（1.75） 11.98　（2.41） 2.89** 低群＜高群
劣等感反応特性 ｔ値 結果
（　）内は標準偏差，**p<.01，*p<.05，†p<.10
Table 7 第５因子「性格の悪さ」における劣等感低群・高群の反応特性の差 
劣等感低群 劣等感高群
ｎ＝60 ｎ＝51
努力志向性 34.07　（4.55） 36.08　(6.75） 1.86† 低群＜高群
防衛反応 15.12　（3.37） 18.21 （4.70） 4.03*** 低群＜高群
代償志向性 14.98　（2.48） 13.22　（2.84） 3.50*** 低群＞高群
劣等感の表出抵抗 10.73　（1.76） 12.10　（2.16） 3.67*** 低群＜高群
劣等感反応特性 ｔ値 結果
（　）内は標準偏差，***p<.001,†p<.10
Table 8 第６因子「友達づくりの下手さ」における劣等感低群・高群の反応特性の差 
劣等感低群 劣等感高群
ｎ＝58 ｎ＝60
努力志向性 34.43　（4.52） 35.98　(6.33） 1.53 ｎ.s.
防衛反応 15.59　（3.65） 17.42 （4.51） 2.42** 低群＜高群
代償志向性 15.00　（2.55） 13.38　（2.60） 3.41*** 低群＞高群
劣等感の表出抵抗 11.19　（2.06） 11.92　（2.00） 1.95† 低群＜高群
劣等感反応特性 ｔ値 結果
（　）内は標準偏差，***p<.001，**p<.01，†p<.10
Table 9 第７因子「統率力の欠如」における劣等感低群・高群の反応特性の差 









































































Table 10 第８因子「身体的魅力のなさ」における劣等感低群・高群の反応特性の差 
劣等感低群 劣等感高群
ｎ＝60 ｎ＝52
努力志向性 33.78　（4.45） 36.94　(6.43） 2.98** 低群＜高群
防衛反応 15.43　（3.91） 17.87 （4.69） 2.99** 低群＜高群
代償志向性 14.27　（2.57） 13.90　（3.15） .67 ｎ.s.
劣等感の表出抵抗 11.05　（2.09） 11.90　（2.38） 2.02* 低群＜高群
劣等感反応特性 ｔ値 結果
（　）内は標準偏差，**p<.01，*p<.05
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